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【目的】学校給食は、食育の重要な現場であり、将来の食生活に大きく影響する。これまで

の聞取り調査により、学校給食における献立の作成は、各調理場の裁量が大きい（佐野、2019）。

また、ウズラ卵は子供の好物である、と一般的には認知されているが、未調査である。以上

のことから、学校給食におけるウズラ卵を食材利用した献立を調査し、現代のウズラの食文

化を考察する。【材料および方法】任意の 11 都道県 17 ヶ所における調理場の献立表からウ

ズラ卵の食材利用について、2017-2019 年度、すなわちコロナ禍前の恒常的な 3 年間に亘り

調査した。各調理場が作成している毎月の献立表から、ウズラ卵の食材利用に関して、以下

の項目、すなわち、食材状況、採用頻度および献立を調査した。食材状況は、卵の産地およ

び製品を調査した。採用頻度は、摂取カロリーにより卵 1個/給食 1食であると推測し、卵採

用回数/調査月数で算出した。献立は、食材や調理法などから、和食、洋食（エスニックを含

む）および中華料理に分類し、各献立の卵採用回数を比較した。【結果および考察】今回調査

した全 17 ヶ所の調理場では、ウズラ卵は、地産地消および安全性や効率化を目的として、国

産の水煮を食材指定している。全 17 ヶ所の調理場における卵採用頻度は、256 回/382 ヶ月

であった。また、ウズラ卵を食材利用した献立の総数は、79 品であり、内訳として、和食は

35 品、洋食は 13 品、そして中華は 31 品であった。各調理場の献立採用の一例として、愛知

県大府市の中学校において、ウズラ卵の食材利用の頻度は、29 回（和食 14 回および中華 15

回）/33 ヶ月（8 月は夏休みで除外）であった。献立の総数は 10 品（和食 5 品、洋食 0 品お

よび中華 5 品）であった。さらに、和食で「おでん」等の採用頻度は 12 回/14 回、そして中

華では「八宝菜」等の頻度は 12 回/15 回であった。演者の記憶では、昭和時代にウズラ卵を

食材利用している学校給食の献立で連想されるのは、卵フライである。しかし、今回の調査

では、卵フライの頻度は 1 回のみであった。一方、代表的な献立例として、「八宝菜」と「お

でん」が挙げられた。この献立の変遷は、卵の水煮加工技術の開発と米飯の頻度の増加によ

るものと推測された。コロナ禍により、学校給食の供給は激動した。現在、コロナ禍の献立

について調査している。また、ウズラ卵に関する嗜好性については、アンケート調査を準備

中である。 
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